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足利での熱中症発症のリスクが高まっています！ 
～ 熱中症予防に向けた周知・啓発の強化 ～ 

 

職場での熱中症につきましては、状況によっては死亡にも至る重篤な被害が生じている

ところですが（別紙のグラフ参照）、足利市発表のデータによりますと、足利における毎年

８月の月間平均気温は令和２年までの直近５年間で 2.6 度も上昇しており（下のグラフ参

照）、年々高温となる傾向があります。 

また、気象庁発表の３か月予報では、東

日本における本年８月の気温は「（平年よ

り）高い」確率が「平年並」とともに 40％

で、「（平年より）低い」の 20％より高率

となっており、これらのデータからしま

すと、ここ足利の地においては熱中症発

生のリスクが高まっていると推測されま

す。 

このような状況を踏まえ、足利労働基

準監督署（署長 菅又 正太郎）におきまし

ては、事業者における熱中症予防対策の

実施促進に向け、以下の取組で周知・啓発

を強化します。 

 

 

 取組の内容 

①  当署オリジナルリーフレットの作成（別添１参照） 

②   各関係機関への上記①等の熱中症予防リーフレットの配布依頼（別添２参照） 

③   栃木労働局ホームページ内「足利労働基準監督署」サイトへの掲載 

（https://jsite.mhlw.go.jp/tochigi-roudoukyoku/news_topics/kantokusho_oshirase/ashikaga.html） 

④   当署における事業者に対するあらゆる指導時での、上記①等の熱中症予防リーフ

レットを使用しての啓発 

担   

当 
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足利労働基準監督署 

 監 督 課 長  浅田 大輝 

  安全衛生課長  増渕 孝志 

  電話  0284-41-1188 
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（別紙） 

〇 令和 2年栃木県内における熱中症労働災害発生状況（栃木労働局） 

番号 発生月 事故の型 業種 災害の概要 

時間帯 起因物 事業場規模 

1 ６月 高温・低温の物

との接触 

清掃・と畜業  高温多湿な屋外で、浄化槽点検作業（マンホール開

閉、機器類点検等）中、頭痛、手足の痺れや痛みが起こ

ったもの。 10時～11時 高温・低温環境 10人～29人 

2 ８月 高温・低温の物

との接触 

道路貨物運送

業 

 自社事業場内で、荷物の仕分け作業を行っていたとこ

ろ、暑さのため気持ち悪くなり、控え室にて身体を横に

して休んだが、症状が良くならず、足に痺れを感じたも

の。 

21時～22時 高温・低温環境 100人～299人 

3 ８月 高温・低温の物

との接触 

警備業  交通誘導の勤務中に気持ちが悪くなり座って休んでい

たところ、嘔吐したもの。 

10時～11時 高温・低温環境 100人～299人 

4 ８月 高温・低温の物

との接触 

製造業  工場内で、ボードパネルをサイズ別にパレットへ台車

に載せて振分け作業をしている際に、手に痺れが出たも

の。 ０時～１時 高温・低温環境 50人～99人 

5 ８月 高温・低温の物

との接触 

商業  店外販売のため、炎天下の中、販売場所に荷物の搬入

を行っていたところ、急な頭痛と吐き気が起き、嘔吐し

た後、気絶したもの。 11時～12時 高温・低温環境 21人～30人 

6 ８月 高温・低温の物

との接触 

製造業  工場内の外気温と変わらない場所で、包装資材の整理

をしている際に、頭痛、吐き気及び倦怠感が生じたも

の。 18時～19時 高温・低温環境 21人～30人 

7 ９月 高温・低温の物

との接触 

製造業  気温約 30℃、湿度約 80％の工場内で、午前の作業が

終わり、休憩所の椅子に腰かけていたところ、気分が悪

くなり、意識朦朧となったもの。 12時～13時 高温・低温環境 １人～９人 

8 ９月 高温・低温の物

との接触 

製造業  気温 40.8℃、ＷＢＧＴ値 32℃の作業場内で、製品を

運搬してきたフォークリフトを誘導中、視界がぼやけ眩

暈がしたため、工場内の診療所へ行ったところ、指がつ

ってきたもの。 

14時～15時 高温・低温環境 100人～299人 
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●  全国における状況 

 

 
 

 



熱中症に注意‼
真夏の足利は
毎年気温が上昇しています
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※ 平成29年は観測装置不具合のため不詳

「統計あしかが2020年（令和2年）版」から引用

29.1℃

26.5℃

直近5年間で2.6℃も上昇！
熱中症発症のリスクが高まっています
ＷＢＧＴ値(※)の把握など、「熱中症予防のための7つのルール」
（裏面を参照）を踏まえた積極的な取組により熱中症を予防しましょう

※ ＷＢＧＴ値（暑さ指数）とは
人体と外気との熱のやりとり（熱収支）に着目し、人体の熱収支に与える影響の大きい
①湿度、②日射・輻射（ふくしゃ）など周辺の熱環境、③気温の3つの要素を取り入れた
指標です

職場における熱中症予防に関するポータルサイト

「職場における熱中症予防情報」はこちら →

足利労働基準監督署 （TEL 0284-41-1188） （Ｒ３．６）

別添１





足利基署発 0623第１号 

令和３年６月 23 日 

 

  関係機関（団体）の長  あて 

 

 

足利労働基準監督署長 

 

 

熱中症の予防に向けた対応について（要請） 

 

 貴職におかれましては、日頃より、労働基準行政の推進並びに労働災害防止の推進

につきまして格段の御協力を賜り、厚く御礼申し上げます。 

 さて、全国における職場での熱中症による死亡者及び休業４日以上の業務上疾病者

の数は、平成 29 年までは毎年 500 人前後の人数で推移していましたが、平成 30 年以

降の直近３年間につきましてはこの人数から倍増し、特に平成 30年は 1,178人と、過

去 10年間で最多の人数となっています。また、死亡者数につきましては、平均では当

該死傷者数の２～３％ですが多い年では６％程度にも上り、状況によっては重篤な被

害が生じております。 

  近年における夏季の気温は、地球温暖化の影響により上昇傾向にありますが、足利

市が発表している「統計あしかが 2020年（令和２年）版」記載のデータによりますと、

足利における毎年８月の月間平均気温は令和２年までの直近５年間で 2.6 度も上昇し

ており、年々高温となる傾向が明確かつ顕著であります。また、気象庁発表の３か月

予報では、東日本における本年８月の気温は「（平年より）高い」の確率が 40％で、「（平

年より）低い」「平年並」のそれぞれ 30％より高率となっており、これらのデータから、

ここ足利の地においては熱中症発生のリスクが高まっていると推測されます。 

  このような現下の状況を踏まえ、当署におきましては、管内の事業者の皆様におけ

る熱中症予防に対する意識の喚起に向け、当署独自のリーフレット「熱中症に注意！

真夏の足利は毎年気温が上昇しています 」を作成いたしました。 

  つきましては、上記リーフレットをはじめとした熱中症予防関係のリーフレット等

をお送りさせていただきますので、あらゆる機会を通じて、同リーフレット等の配布

や貴機関事務所等への配架について特段のご配意をいただきますよう、よろしくお願

い申し上げます。 

 

※リーフレット「熱中症に注意！真夏の足利は毎年気温が上昇しています」は、当署

のＨＰに掲載していますので、御活用願います。 

 ＨＰ→『足利労働基準監督署からのお知らせ』で検索して下さい。 

別添２① 



足利基署発 0630第１号 

令和３年６月 30 日 

 

 関係機関（団体）の長  あて 

 

 

足利労働基準監督署長 

 

 

熱中症の予防に向けた対応について（要請） 

 

 貴職におかれましては、日頃より、労働基準行政の推進並びに労働災害防止の推進

につきまして格段の御協力を賜り、厚く御礼申し上げます。 

 さて、全国における職場での熱中症による死亡者及び休業４日以上の業務上疾病者

の数は、平成 29 年までは毎年 500 人前後の人数で推移していましたが、平成 30 年以

降の直近３年間につきましてはこの人数から倍増し、特に平成 30年は 1,178人と、過

去 10年間で最多の人数となっています。また、死亡者数につきましては、平均では当

該死傷者数の２～３％ですが多い年では６％程度にも上り、状況によっては重篤な被

害が生じております。 

  近年における夏季の気温は、地球温暖化の影響により上昇傾向にありますが、足利

市が発表している「統計あしかが 2020年（令和２年）版」記載のデータによりますと、

足利における毎年８月の月間平均気温は令和２年までの直近５年間で 2.6 度も上昇し

ており、年々高温となる傾向が明確かつ顕著であります。また、気象庁発表の３か月

予報では、東日本における本年８月の気温は「（平年より）高い」の確率が「平年並」

とともに 40％で、「（平年より）低い」の 20％より高率となっており、これらのデータ

から、ここ足利の地においては熱中症発生のリスクが高まっていると推測されます。 

  このような現下の状況を踏まえ、当署におきましては、管内の事業者の皆様におけ

る熱中症予防に対する意識の喚起に向け、当署独自のリーフレット「熱中症に注意！

真夏の足利は毎年気温が上昇しています 」を作成いたしました。 

  つきましては、上記リーフレットをはじめとした熱中症予防関係のリーフレット等

をお送りさせていただきますので、あらゆる機会を通じて、同リーフレット等の配布

や貴機関事務所等への配架について特段のご配意をいただきますよう、よろしくお願

い申し上げます。 

 

※リーフレット「熱中症に注意！真夏の足利は毎年気温が上昇しています」は、当署

のＨＰに掲載していますので、御活用願います。 

 ＨＰ→『足利労働基準監督署からのお知らせ』で検索して下さい。 

別添２② 


